別紙様式
平成23当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：農業費　目：農業振興費
	事業名:農産物の安全・安心生産管理システム普及啓発事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　農政部　農業技術課　クリーン農業担当　電話番号：058-272-1111（内2847）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11419@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：1,700千円（前年度予算額：2,000千円）

	事業内容


	１　事業の内容


県民へ安全・安心な農産物を供給するため、生産時の様々なリスクに対応し、生産工程の各段階における危害要因の低減管理が可能なＧＡＰの導入を推進する。
（１）ＧＡＰ導入推進活動
・ＧＡＰ導入推進検討会議等の開催

・県内産地への普及啓発と重点指導産地を設定した普及指導員による重点指導の実施

（２）ＧＡＰ指導者の育成・確保
・農業生産工程管理（ＧＡＰ）の共通基盤に関するガイドラインに即した、高度な取組を有するＧＡＰに対応できる指導者を育成するための研修を実施
	２　所要経費


（１）ＧＡＰ導入推進活動　　　　　900千円

（２）ＧＡＰ指導者の育成・確保　　800千円

	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


第５章　県が取り組む政策の方向性

Ⅰ　安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり
５　安心してモノや食品を買い、消費できる地域をつくる
○食品の安全を確保する
	２　これまでの取組状況


・平成21年６月に岐阜県ＧＡＰ導入推進マニュアルを策定した。

・平成21年度末のＧＡＰ導入産地は12産地となった。

・ＧＡＰ指導者の育成・確保を図るため、平成21年度は全国段階のＧＡＰ指導者養成研修へ６名を派遣した。

	３　これまでの取組に対する評価


・平成21年度中に12産地でＧＡＰが導入された他、県内各産地で導入に向けた具体的検討が進められており、一層の導入拡大が期待できる。

・食の安全に対する消費者意識が高まるとともに、国際競争力のある農産物づくりが求められる中、農産物の安全性と品質確保は必要不可欠であり、引き続き県内主要産地へのＧＡＰ導入を推進する。

	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳
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